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図 50:高調波減衰状況 (計年1■こユードMAHAに よる)図 中横軸が高調波を誘起するバンチと、後統
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図 51:J型ダブルフィードカプラー
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図 63:チュ.―ニングカーブ(下流側 W=13.5、2bl=42.3の例)
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図 85:GLC計 画の概略図
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図95:ディチューンドショート面から見た日寺の空月同の入カインピーダンス

図 96:ディチューンドショート面から見た時の空胴の等価回路

へ
一几

96










